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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　形状が異なる第１カード、第２カード、第３カードを選択的に装着可能な１つの挿入口
を有するカード挿入部を有するとともに、上記第１カードの外部接触部に接触可能な第１
接触端子、上記第２カードの外部接触部に接触可能な第２接触端子、上記第３カードの外
部接触部に接触可能な第３接触端子と、上記第１カードの幅方向における一方側に対向し
てカード挿抜方向に移動可能に設けられたスライド部材を有するハウジングを備え、
　上記第２カードは上記第１カードに比べて長さ寸法が短く幅寸法が大きく厚さ寸法が小
さく、上記第３カードは上記第２カードに比べて長さ寸法が短く幅寸法が大きく厚さ寸法
が小さくなっており、
　上記第１接触端子、上記第２接触端子、上記第３接触端子を、上記カード挿入部の底面
にカード挿入方向に沿って３列に配置し、上記第１接触端子を上記ハウジングの奥側位置
に配置し、上記第２接触端子を上記ハウジングの中央位置に配置し、上記第３接触端子を
上記ハウジングの前側位置に配置し、
　上記１つの挿入口に、上記第１カードを案内する第１ガイド壁と、上記第２カードを案
内する第２ガイド壁と、上記第３カードを案内する第３ガイド壁とを備え、上記第１ガイ
ド壁の配置位置よりも上記幅寸法の方向においての外方側で両側に上記第２ガイド壁を配
置し、上記第２ガイド壁の配置位置よりも上記幅寸法の方向においての外方側で両側に上
記第３ガイド壁を配置するとともに、上記第２ガイド壁よりも上記厚さ寸法の方向におい
ての上方側に上記第１ガイド壁を配置し、上記第２ガイド壁よりも上記厚さ寸法の方向に
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おいての下方側に上記第３ガイド壁を配置しかつ、
　上記第１接触端子が配置されたハウジングの奥側位置には、上記カード挿入部の側方部
分に上記第１カードの幅方向における他方側を案内する側方ガイド壁を上記第１ガイド壁
とは離間して設けて、該第１カードを挟んで上記スライド部材と対向するようにしたこと
を特徴とするカード用コネクタ装置。
【請求項２】
　請求項１記載の発明において、
　上記第１接触端子及び上記第２接触端子それぞれの上記ハウジングからの突出端部を、
上記ハウジングの上記奥側位置から後方へ向って突出させ、上記第３接触端子の上記ハウ
ジングからの突出端部を上記ハウジングの上記前側位置から前方へ向って突出させ、これ
らの第１，第２，第３接触端子のそれぞれの上記突出端部を所定の基板への半田付け可能
に形成したことを特徴とするカード用コネクタ装置。
【請求項３】
　請求項１または２記載の発明において、
　上記第１，第２，第３接触端子のそれぞれを上記カード挿入部の上記底面に片持ち梁状
に支持させ、上記第１，第２，第３接触端子の自由端側のそれぞれが上方に向って突出す
る突部を有し、
　上記第１カードまたは第２カードの挿入に際しては、上記第３接触端子を押し下げる押
し下げ部材を備え、この押し下げ部材には、上記第３接触端子の突部が挿入される穴部が
設けられていることを特徴とするカード用コネクタ装置。
【請求項４】
　請求項１または２記載の発明において、
　上記第１，第２，第３接触端子のそれぞれを上記カード挿入口の上記底面に片持ち梁状
に支持させ、上記第１，第２，第３接触端子の自由端側のそれぞれが上方に向かって突出
する突部を有し、
　上記第１カードの挿入に際しては、上記第２接触端子及び上記第３接触端子を押し下げ
る押し下げ部材を備え、この押し下げ部材には、上記第２接触端子の突部及び上記第３接
触端子の突部が挿入される穴部が設けられていることを特徴とするカード用コネクタ装置
。
【請求項５】
　請求項３または４記載の発明において、
　上記第１，第２，第３接触端子の上記突部のそれぞれの幅寸法を、第３接触端子の突部
の幅寸法が最も小さく、第２接触端子の突部の幅寸法が次に小さく、第１の接触端子の突
部の幅寸法が上記第２接触端子の突部の幅寸法よりも大きくなるように設定したことを特
徴とするカード用コネクタ装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の発明において、
　上記カード挿入口において、上記第１カードの厚さ寸法内及び上記第３カードの幅寸法
内で、上記第１ガイド壁、上記第２ガイド壁及び上記第３ガイド壁を形成したことを特徴
とするカード用コネクタ装置。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の発明において、
　上記第３カードの所定の第３装着位置よりも奥側の位置で、かつ、上記第１カードの側
方ガイド壁の外方側でかつ、該側方ガイド壁よりも挿入口側の位置に上記第２カードに対
する検出スイッチが配置されていることを特徴とするカード用コネクタ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、形状の異なる複数のカードの装着が可能なカード用コネクタ装置に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　この種の従来技術として、例えば特許文献１に記載の技術がある。この特許文献１には
、スマートメディアカード、メモリスティックカード等の複数のカードの装着が可能なカ
ード用コネクタ装置が示されている。
【０００３】
　この従来技術は、複数のカードの外部接触部が接触する接触端子のそれぞれを上下両面
に配置した構成となっている。
【特許文献１】登録実用新案第３０７９２６３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した従来技術では、接触端子が上下両面に配置されていることから、装置の高さ寸
法が高くなり、小型化を実現できない問題がある。また、接触端子に接続される信号線の
引き回しが複雑になり、製作費が高くなる問題もある。
【０００５】
　本発明は、上述した従来技術における実状からなされたもので、その目的は、装置の高
さ寸法を低くすることができると共に、接続端子の信号線の引き回しが簡単なカード用コ
ネクタ装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明は、形状が異なる第１カード、第２カード、第３カ
ードを選択的に装着可能な１つの挿入口を有するカード挿入部を有するとともに、上記第
１カードの外部接触部に接触可能な第１接触端子、上記第２カードの外部接触部に接触可
能な第２接触端子、上記第３カードの外部接触部に接触可能な第３接触端子と、上記第１
カードの幅方向における一方側に対向してカード挿抜方向に移動可能に設けられたスライ
ド部材を有するハウジングを備え、上記第２カードは上記第１カードに比べて長さ寸法が
短く幅寸法が大きく厚さ寸法が小さく、上記第３カードは上記第２カードに比べて長さ寸
法が短く幅寸法が大きく厚さ寸法が小さくなっており、上記第１接触端子、上記第２接触
端子、上記第３接触端子を、上記カード挿入部の底面にカード挿入方向に沿って３列に配
置し、上記第１接触端子を上記ハウジングの奥側位置に配置し、上記第２接触端子を上記
ハウジングの中央位置に配置し、上記第３接触端子を上記ハウジングの前側位置に配置し
、上記１つの挿入口に、上記第１カードを案内する第１ガイド壁と、上記第２カードを案
内する第２ガイド壁と、上記第３カードを案内する第３ガイド壁とを備え、上記第１ガイ
ド壁の配置位置よりも上記幅寸法の方向においての外方側で両側に上記第２ガイド壁を配
置し、上記第２ガイド壁の配置位置よりも上記幅寸法の方向においての外方側で両側に上
記第３ガイド壁を配置するとともに、上記第２ガイド壁よりも上記厚さ寸法の方向におい
ての上方側に上記第１ガイド壁を配置し、上記第２ガイド壁よりも上記厚さ寸法の方向に
おいての下方側に上記第３ガイド壁を配置しかつ、上記第１接触端子が配置されたハウジ
ングの奥側位置には、上記カード挿入部の側方部分に上記第１カードの幅方向における他
方側を案内する側方ガイド壁を上記第１ガイド壁とは離間して設けて、該第１カードを挟
んで上記スライド部材と対向するようにしたことを特徴としている。
【０００７】
　このように構成した本発明は、第１，第２，第３カードの外部接触部のそれぞれに接触
する第１，第２，第３接触端子の全てを、カード挿入部の底面に３列に配置してあり、底
面に対向する上面には接触端子を設けないので、装置の高さ寸法を低くすることができる
。また、カード挿入部の同じ底面上に第１，第２，第３接触端子を配置してあるので、こ
れらの第１，第２，第３接触端子に接続される信号線の引き回しが簡単である。
【０００８】
　また、第１カードを案内する第１ガイド壁を、第２カードを案内する第２ガイド壁の内
方側かつ上方側に配設し、第２カードを案内する第２ガイド壁を、第３カードを案内する
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第３ガイド壁の内方側かつ上方側に配設することで、各カードの幅方向を案内できる。
【０００９】
　また、第１カードの上面を第２カードの上面に対して装着空間内の上方側にずらして装
着することになり、第２カードの上面を第３カードの上面に対して装着空間の上方側にず
らして装着することになるので、各カードの上面をガイドすることを、挿入口から奥方側
までの間で行うことができる。
【００１０】
　さらに、第３カードに対して第２カードを装着空間内の上方側で幅方向を案内するよう
にしたことで、第２カードの下面がハウジングの下方側に突出する寸法が少なくなり、第
２カードと第３接触端子との接触を軽減することができ、第２，第３カードに対して第１
カードを装着空間内の上方側で幅方向を案内するようにしたことで、第１カードの下面が
ハウジングの下方側に突出する寸法が少なくなり、第１カードと、第２接触端子及び第３
接触端子との接触を軽減することができる。
【００１１】
　また本発明は、上記発明において、上記第１接触端子及び上記第２接触端子それぞれの
上記ハウジングからの突出端部を、上記ハウジングの上記奥側位置から後方へ向って突出
させ、上記第３接触端子の上記ハウジングからの突出端部を上記ハウジングの上記前側位
置から前方へ向って突出させ、これらの第１，第２，第３接触端子のそれぞれの上記突出
端部を所定の基板への半田付け可能に形成したことを特徴としている。
【００１２】
　このように構成した本発明は、第１，第２，第３接触端子のそれぞれの突出端部がハウ
ジングの底面の外方に位置するので、所定の基板への半田付けを容易に行なうことができ
る。すなわち、所定の基板への実装を容易に行なうことができる。
【００１３】
　また本発明は、上記発明において、上記第１，第２，第３接触端子のそれぞれを上記カ
ード挿入部の上記底面に片持ち梁状に支持させ、上記第１，第２，第３接触端子の自由端
側のそれぞれが上方に向って突出する突部を有し、上記第１カードまたは第２カードの挿
入に際しては、上記第２接触端子及び上記第３接触端子を押し下げ、上記第２カードの挿
入に際しては、上記第３接触端子を押し下げる押し下げ部材を備え、この押し下げ部材に
は、上記第２接触端子の突部及び上記第３接触端子の突部が挿入される穴部が設けられて
いることを特徴としている。
【００１４】
　このように構成した本発明は、第１カードの挿入に際しては、押し下げ部材によって第
３接触端子及び第２接触端子が押し下げられることにより、第１カードと第３，第２接触
端子との摩擦による擦れをさらに少なくすることができる。また、第２カードの挿入に際
しては、押し下げ部材によって第３接触端子が押し下げられることより、第２カードと第
３接触端子との摩擦による擦れをさらに少なくすることができる。
【００１５】
　また本発明は、上記発明において、上記第１，第２，第３接触端子のそれぞれを上記カ
ード挿入口の上記底面に片持ち梁状に支持させ、上記第１，第２，第３接触端子の自由端
側のそれぞれが上方に向かって突出する突部を有し、上記第１カードの挿入に際しては、
上記第２接触端子及び上記第３接触端子を押し下げる押し下げ部材を備え、この押し下げ
部材には、上記第２接触端子の突部及び上記第３接触端子の突部が挿入される穴部が設け
られていることを特徴としている
　また本発明は、上記発明において、上記第１，第２，第３接触端子の上記突部のそれぞ
れの幅寸法を、第３接触端子の突部の幅寸法が最も小さく、第２接触端子の突部の幅寸法
が次に小さく、第１の接触端子の突部の幅寸法が上記第２接触端子の突部の幅寸法よりも
大きくなるように設定したことを特徴としている
　このように構成した本発明は、第３，第２接触端子の突部の幅寸法が比較的小さいこと
から、第１カードを挿入する際の、この第１カードと第３，第２接触端子との摩擦による
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擦れを少なくすることができ、第２カードを挿入する際の、この第２カードと第３接触端
子との摩擦による擦れを少なくすることができる。
【００１６】
　また本発明は、上記発明において、上記カード挿入口において、上記第１カードの厚さ
寸法内及び上記第３カードの幅寸法内で、上記第１ガイド壁、上記第２ガイド壁及び上記
第３ガイド壁を形成したことを特徴としている。
【００１７】
　また本発明は、上記発明において、上記第３カードの所定の第３装着位置よりも奥側の
位置で、かつ、上記第１カードの側方ガイド壁の外方側でかつ、該側方ガイド壁よりも挿
入口側の位置に上記第２カードに対する検出スイッチが配置されていることを特徴として
いる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明は、第１，第２，第３接触端子の全てをカード挿入部の底面に配置してあること
から、装置の高さ寸法を低くすることができ、装置の小型化を実現できる。また、第１，
第２，第３接触端子をカード挿入部の同じ底面に３列に配置してあることから、これらの
第１，第２，第３接触端子に接続される信号線の引き回しが簡単である。これによって製
作費を安く抑えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下，本発明に係るカード用コネクタ装置を実施するための最良の形態を図に基づいて
説明する。
【００２５】
［本実施形態で使用される第１カード］
　図１は本実施形態で使用される第１カードを示す図で、（ａ）図は裏面図、（ｂ）図は
右側面図、（ｃ）図は右側断面図、（ｄ）図は背面図である。
【００２６】
　この図１に示すように、本実施形態で使用される例えば３種のカードのうちの第１カー
ド１は、挿入時に上側となる上面１ａは平滑面を形成し、裏面１ｂには前端部１ｃ付近に
信号の送受信に活用される第１外部接触部１ｄを備えている。この第１カード１の長さ寸
法Ｌ１１は比較的長く、幅寸法Ｌ１２は比較的短く、厚さ寸法Ｌ１３は比較的肉厚に形成
されている。
【００２７】
［本実施形態で使用される第２カード］
　図２は本実施形態で使用される第２カードを示す図で、（ａ）図は裏面図、（ｂ）図は
右側面図、（ｃ）図は右側断面図、（ｄ）図は背面図である。
【００２８】
　図２に示すように、本実施形態で使用される第２カード２も、上面２ａは平滑面を形成
し、裏面２ｂには前端部２ｃ付近に信号の送受信に活用される第２外部接触部２ｄを備え
ている。また、前端部２ｃの一方の側部にテーパ部２ｅを有すると共に、このテーパ部２
ｅが設けられている側部と反対側に位置する側部に、第２カード２への書き込みを禁止す
るライトプロテクト用の摺動部２ｆを備えている。図２の（ａ）図に示す状態は、所定位
置に収納されていた摺動部２ｆが引き出され、書き込み禁止状態となっているものである
。
【００２９】
　この第２カード２の長さ寸法Ｌ２１は、前述した第１カード１の長さ寸法Ｌ１１よりも
短く設定され、幅寸法Ｌ２２は第１カード１の幅寸法Ｌ１２よりも大きく、幅広に設定さ
れ、厚さ寸法Ｌ２３は小さく、肉薄に設定されている。
【００３０】
［本実施形態で使用される第３カード］



(6) JP 4639250 B2 2011.2.23

10

20

30

40

50

　図３は本実施形態で使用される第３カードを示す図で、（ａ）図は裏面図、（ｂ）図は
右側断面図、（ｃ）図は背面図である。
【００３１】
　図３に示すように、本実施形態で使用される第３カード３も、上面は平滑面を形成し、
裏面３ｂには前端部３ｃ付近に信号の送受信に活用される第３外部接触部３ｄを備えてい
る。この第３カード３の長さ寸法Ｌ３１は、前述した第２カード２の長さ寸法Ｌ２１より
もさらに短く設定され、幅寸法Ｌ３２は第２カード２の幅寸法Ｌ２２よりも大きく、さら
に幅広に設定され、厚さ寸法Ｌ３３は第２カード２の厚さ寸法Ｌ２３よりも小さく、さら
に肉薄に設定されている。
【００３２】
［本実施形態の基本構成］
　図４はスライド部材が初期位置に保持されているときの本実施形態の構成を示す図で、
（ａ）図は平面図、（ｂ）図は右側断面図、（ｃ）図は左側断面図、（ｄ）図は正面図で
ある。図５はスライド部材が所定のカード装着位置に保持されているときの本実施形態の
構成を示す図で、（ａ）図は平面図、（ｂ）図は右側断面図、（ｃ）図は左側断面図、（
ｄ）正面図である。
【００３３】
　これらの図４，５に示すように、本実施形態は、前述した第１カード１、第２カード２
、第３カード３の装着が可能なカード挿入部４ｈを有するハウジング４を備えている。こ
のハウジング４の底面４ｇには、カード挿入方向に沿って３列に、第１接触端子５、第２
接触端子６、第３接触端子７を配置してある。
【００３４】
　第１接触端子５はハウジング４の奥側位置に配置してあり、第１カード１の第１外部接
触部１ｄに接触可能になっている。第２接触端子６はハウジング４の中央位置に配置して
あり、第２カード２の第２外部接触部２ｄに接触可能になっている。第３接触端子７はハ
ウジング４の前側位置に配置してあり、第３カード３の第３外部接触部３ｄに接触可能に
なっている。
【００３５】
　図４の（ｃ）図、図５の（ｃ）図に示すように、第１接触端子５のハウジング４からの
突出端部５ｂ、及び第２接触端子６のハウジング４からの突出端部６ｂは、ハウジング４
の奥側位置から後方へ向って突出させてある。また、第３接触端子７のハウジング４から
の突出端部７ｂは、ハウジング４の前側位置から前方へ向って突出させてある。これらの
突出端部５ｂ，６ｂ，７ｂのそれぞれは、ほぼ同一平面上に位置する平板部を有し、これ
らの平板部等を介して図示しない所定の基板への半田付けが可能になっている。
【００３６】
　第１，第２，第３接触端子５，６，７のそれぞれは、ハウジング４のカード挿入部４ｈ
の底面４ｇに片持ち梁状に支持させてある。第１，第２，第３接触端子５，６，７の自由
端側のそれぞれには、上方向に向って突出し、第１，第２，第３カード１，２，３のそれ
ぞれ対応する第１外部接触部１ｄ、第２外部接触部２ｄ、第３外部接触部３ｄに接触する
突部５ａ，６ａ，７ａを形成させてある。これらの第１，第２，第３接触端子５，６，７
の突部５ａ，６ａ，７ａのそれぞれの幅寸法は、図４の（ａ）図、図５の（ａ）図に示す
ように、第３接触端子７の突部７ａの幅寸法を最も小さく設定してある。また、第２接触
端子６の突部６ａの幅寸法を次に小さく設定し、第１接触端子５の突部５ａの幅寸法を最
も大きく、すなわち第２接触端子６の突部６ａの幅寸法よりも大きく設定してある。
【００３７】
　第１接触端子５が配置されている位置は、第１カード１に対する信号の送受信が可能に
この第１カード１が保持される所定の第１装着位置を構成している。同様に、第２接触端
子６が配置されている位置は、第２カード２に対する信号の送受信が可能にこの第２カー
ド２が保持される所定の第２装着位置を構成し、第３接触端子７が配置されている位置は
、第３カード３に対する信号の送受信が可能にこの第３カード３が保持される所定の第３
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装着位置を構成している。
【００３８】
　また本実施形態は、第１カード１の挿入に際しては、第２接触端子６及び第３接触端子
７を押し下げ、第２カード２の挿入に際しては、第３接触端子７を押し下げる押し下げ部
材を備えている。この押し下げ部材は、例えば図４の（ａ）（ｃ）図、図５の（ａ）（ｃ
）図に示すように、装置の中央付近に位置する第１押し下げ部材８と、装置の手前側に位
置する第２押し下げ部材９とから成っている。
【００３９】
　第１押し下げ部材８は、第２接触端子６の突部６ａのそれぞれが挿入される穴部８ａを
有し、回動支点８ｂを中心に回動可能になっている。第２押し下げ部材９は、第３接触端
子７の突部７ａのそれぞれが挿入される穴部９ａを有し、回動支点９ｂを中心に回動可能
になっている。第１カード１の挿入時には、第２押し下げ部材９がハウジング４に軸支さ
れた回動支点９ｂを中心に下方に回動すると共に、第１押し下げ部材８がハウジング４に
軸支された回動支点８ｂを中心に下方に回動し、これらの第２，第１押し下げ部材９，８
によって第３接触端子７と第２接触端子６のそれぞれが、自身の保有するばね力に抗して
押し下げられる。この状態で第１カード１の挿入が行なわれる。第２カード２の挿入時に
は、第２カード２によって第２押し下げ部材９が回動支点９ｂを中心に下方に回動し、こ
の第２押し下げ部材９によって第３接触端子７が、自身の保有するばね力に抗して押し下
げられる。この状態で第２カード２の挿入が行なわれる。なお、第３カード３の挿入時に
は、第２押し下げ部材９，第１押し下げ部材８のいずれも回動しないように設定されてい
る。したがって、第３，第２接触端子７，６のいずれも押し下げられることがない。
【００４０】
　図６は本実施形態に備えられるスライド部材を示す図で、（ａ）図は平面図、（ｂ）図
は右側面図、（ｃ）図は左側面図、（ｄ）図は正面図、（ｅ）図は背面図である。図７は
前述した図４に示す本実施形態の正面図を拡大して示した図である。図８は本実施形態に
備えられるスライド部材に形成されるハートカム溝を示す図である。図９は本実施形態に
備えられるロック機構を示す図で、（ａ）図はスライド部材が初期位置に保持されている
ときのロック機構を示す平面図、（ｂ）図はスライド部材がカード装着位置に保持されて
いるときのロック機構を示す平面図である。
【００４１】
　次に、これらの図６～９、及び前述した図４，５に基づいて本実施形態に備えられるカ
ード案内部、及びカード排出機構について説明する。
【００４２】
［カード案内部］
　本実施形態は、図４の（ｄ）図を拡大して示した図７に示すように、ハウジング４の挿
入口４ａの側方部分に、第１カード１を案内する第１ガイド壁４ｂを備えると共に、図４
の（ａ）図、図５の（ａ）図に示すように、カード挿入部４ｈの側方部分に第１カード１
を案内する第５ガイド壁４ｆを備えている。これらの第１ガイド壁４ｂ及び第５ガイド壁
４ｆは、第１カード１をカード挿入部４ｈに案内する第１案内部を構成している。
【００４３】
　また図７に示すように、ハウジング４の挿入口４ａ部分に、第２カード２を案内する第
２ガイド壁４ｃと第４ガイド壁４ｅとを備えている。これらの第２ガイド壁４ｃと第４ガ
イド壁４ｅとは、第２カード２をカード挿入部４ｈに案内する第２案内部を構成している
。
【００４４】
　さらに図７に示すように、ハウジング４の挿入口４ａ部分に、第３カード３を案内する
第３ガイド壁４ｄと、前述した第４ガイド壁４ｅとを備えている。これらの第３ガイド壁
４ｄと第４ガイド壁４ｅとは、第３カード３をカード挿入部４ｈに案内する第３案内部を
構成している。
【００４７】
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［カード排出機構］
　本実施形態は、第１，第２，第３カード１，２，３をカード排出方向へ、すなわち挿入
口３ａの方向へ排出させるカード排出機構を備えている。このカード排出機構は、図４の
（ａ）図、図５の（ａ）図に示すように、カード挿抜方向に摺動可能であって第１，第２
，第３カード１，２，３をカード排出方向へ押し出すスライド部材１０と、このスライド
部材１０をカード排出方向に付勢する付勢部材１１と、この付勢部材１１の付勢力に抗し
てスライド部材１０を所定のカード装着位置にロックする後述のロック機構とを備えてい
る。
【００４８】
　スライド部材１０は、図６の（ａ）図に示すように、第１カード１の前端部１ｃが当接
する第１当接部１０ａと、第２カード２のテーパ部２ｅが当接する第２当接部１０ｂと、
第３カード３の前端部３ｃが当接する第３当接部１０ｃとを有する。また、図６の（ｂ）
図に示すように、前述した付勢部材１１を支持する受け部１０ｄを有する。
【００４９】
　第１当接部１０ａはスライド部材１０の奥側位置に形成してあり、第２当接部１０ｂは
第１当接部１０ａより手前側のスライド部材１０の位置に形成してあり、第３当接部１０
ｃは第２当接部１０ｂより手前側のスライド部材１０の位置に形成してある。
【００５０】
　また、上述したロック機構は、図９に示すように、ハートカム溝１２と、このハートカ
ム溝１２を摺動するロック部材１３とを含んでいる。ハートカム溝１２は、図８に示すよ
うに、スライド部材１０に形成され、往路１２ａと復路１２ｂと、これらの往路１２ａと
復路１２ｂとの境界部に位置するロック部１２ｃとを有する。ロック部材１３は、図９に
示すように、一端部１３ａがハウジング４に揺動自在に支持され、自由端にハートカム溝
１２上を摺動するスライドピン１３ｂを備えている。
【００５１】
［その他の構成］
　本実施形態は、図４の（ａ）図、図５の（ａ）図に示すように、第２カード２に対する
書き込み禁止処理を検出するライトプロテクタ用の検出スイッチ１４を備えている。この
検出スイッチ１４は、第２カード２の前述した摺動部２ｆによって押圧される作動片１４
ａと、この作動片１４ａと接離可能な接点部材１４ｂとを含んでいる。なお、この検出ス
イッチ１４は、例えば第１カード１及び第３カード３の挿入時には作動しないように位置
設定されている。同図４，５に示すように、第３カード３の所定の第３相着位置よりも奥
側の位置で、かつ、第１カード１の所定の第１装着位置の幅方向の外方側の位置に第２カ
ード２に対する検出スイッチ１４が配置されている。
【００５２】
　図１０は本実施形態の所定のカード装着位置にカードが装着された状態を示す図で、（
ａ）図は第１カードが所定の第１装着位置に装着された状態を示す側断面図、（ｂ）図は
第２カードが所定の第２装着位置に装着された状態を示す側断面図、（ｃ）図は第３カー
ドが所定の第３装着位置に装着された状態を示す側断面図である。
【００５３】
　図１０の（ａ）図に示すように、第１カード１が所定の第１装着位置に装着された状態
では、第１カード１の第１外部接触部１ｄがハウジング４に埋設された第１接触端子５の
突部５ａに接触し、この第１カード１に対する信号の送受信が可能となる。図１０の（ｂ
）図に示すように、第２カード２が所定の第２装着位置に装着された状態では、第２カー
ド２の第２外部接触部２ｄがハウジング４に埋設された第２接触端子６の突部６ａに接触
し、この第２カード２に対する信号の送受信が可能となる。図１０の（ｃ）図に示すよう
に、第３カード３が所定の第３装着位置に装着された状態では、第３カード３の第３外部
接触部３ｄがハウジング４に埋設された第３接触端子７の突部７ａに接触し、この第３カ
ード３に対する信号の送受信が可能となる。
【００５４】
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　［第１カードの挿入・排出操作］
　図１１は本実施形態に第１カードが挿入された際の初期状態を示す図で、（ａ）図は平
面図、（ｂ）図は右側断面図、（ｃ）図は左側断面図、（ｄ）図は正面図である。図１２
は本実施形態に挿入された第１カードが所定の第１装着位置に装着された状態を示す図で
、（ａ）図は平面図、（ｂ）図は右側断面図、（ｃ）図は左側断面図、（ｄ）図は正面図
である。
【００５５】
　３種のカードのうちで最も長く、幅狭、肉厚である第１カード１を図１１の（ａ）（ｄ
）図に示すハウジング４の挿入口４ａから挿入すると、この第１カード１は挿入口４ａの
第１ガイド壁４ｂ、及び図１１の（ａ）図の第５ガイド壁４ｆに案内されながらカード挿
入部４ｈに挿入される。
【００５６】
　この間、第１カード１の裏面１ｂが第２押し下げ部材９に係合してこの第２押し下げ部
材９が下方に回動し、この第２押し下げ部材９によって第３接触端子７は押し下げられる
。次に、第１カード１の裏面１ｂが第１押し下げ部材８に係合してこの第１押し下げ部材
８が下方に回動し、この第１押し下げ部材８によって第２接触端子６は押し下げられる。
このように、第２，第１押し下げ部材９，８によって第３，第２接触端子７，６が押し下
げられることにより、第１カード１の円滑な挿入操作が実施される。
【００５７】
　さらに、第１カード１を押し込むと、図１１の（ａ）図に示すように、この第１カード
１の前端部１ｃがスライド部材１０の第１当接部１０ａに係合し、この第１当接部１０ａ
を介してスライド部材１０が付勢部材１１の付勢力に抗して装置奥側に向かって摺動する
。
【００５８】
　このスライド部材１０の摺動と一体に、このスライド部材１０に形成したハートカム溝
１２が装置奥側に向かって移動する。これによって、ロック部材１３のスライドピン１３
ｂが相対的にハートカム溝１２の前述した図８に示す往路１２ａ上を移動する。
【００５９】
　図１２の（ａ）（ｃ）図に示すように、第１カード１が、その第１外部接触部１ｄが第
１接触端子５の突部５ａに接触する所定の第１装着位置まで押し込まれると、ロック部材
１３のスライドピン１３ｂがハートカム溝１２の図８に示すロック部１２ｃに係止される
。これにより、スライド部材１０は、第１カード１を所定の第１装着位置に保持した状態
でロックされる。この状態において、第１カード１に対する信号の送受信が可能となる。
【００６０】
　なお、この第１カード１の挿入操作に際しては、この第１カード１が検出スイッチ１４
を作動させることがない。
【００６１】
　また、上述のように第１カード１が所定の第１装着位置に保持されている状態から、こ
の第１カード１を排出させるときには、再び第１カード１を装置奥側にわずかに押し込む
操作が行なわれる。これにより、スライド部材１０がオーバストロークし、これに伴って
ロック部材１３のスライドピン１３ｂがハートカム溝１２のロック部１２ｃから離脱する
。したがって、付勢部材１１の付勢力により、スライド部材１０は挿入口４ａ方向に摺動
し、このスライド部材１０によって第１カード１が押し出され、図１１の（ａ）（ｂ）図
に示す状態に復帰する。この間、ロック部材１３のスライドピン１３ｂは、相対的にハー
トカム溝１２の図８に示す復路１２ｂ上を摺動する。この図１１に示す状態において、第
１カード１の端部を把持することにより、第１カード１をハウジング４から容易に抜き取
ることができる。
【００６２】
　なお、この第１カード１の抜き取り操作により、第２，第３接触端子６，７の保有する
ばね力によって第１，第２押し下げ部材８，９は上方向に回動し、初期形態に復帰する。
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【００６３】
［第２カードの挿入・排出操作］
　図１３は本実施形態に第２カードが挿入された際の初期状態を示す図で、（ａ）図は平
面図、（ｂ）図は右側断面図、（ｃ）図は左側断面図、（ｄ）図は正面図である。図１４
は本実施形態に挿入された第２カードが所定の第２装着位置に装着された状態を示す図で
、（ａ）図は平面図、（ｂ）図は右側断面図、（ｃ）図は左側断面図、（ｄ）図は正面図
である。
【００６４】
　３種のカードのうちの中間の長さであり、第１カード１に比べて幅広、肉薄である第２
カード２を図１３の（ａ）（ｄ）図に示すようにハウジング４の挿入口４ａから挿入する
と、この第２カード２は、挿入口４ａの第２ガイド壁４ｃ、及び第４ガイド壁４ｅに案内
されながらカード挿入部４ｈに挿入される。
【００６５】
　この間、第２カード１の裏面１ｂが第２押し下げ部材９に係合してこの第２押し下げ部
材９が下方に回動し、この第２押し下げ部材９によって第３接触端子７は押し下げられる
。したがって、第２カード２の円滑な挿入操作が実施される。
【００６６】
　また、図１３の（ａ）図に示すように、第２カード２の側縁部に押圧されて検出スイッ
チ１４の作動片１４ａが変位し、この作動片１４ａが接点部材１４ｂに接触する。これに
よって検出スイッチ１４が作動する。
【００６７】
　さらに第２カード２を押し込むと、図１３の（ａ）図に示すように、この第２カード２
のテーパ部２ｅがスライド部材１０の第２当接部１０ｂに係合し、この第２当接部１０ｂ
を介してスライド部材１０が付勢部材１１の付勢力に抗して装置の奥側に向って摺動する
。
【００６８】
　このスライド部材１０の摺動と一体に、このスライド部材１０に形成したハートカム溝
１２が装置奥側に向って移動する。これによってロック部材１３のスライドピン１３ｂが
相対的にハートカム溝１２の図８に示す往路１２ａ上を移動する。
【００６９】
　図１４の（ａ）（ｃ）図に示すように、第２カード２の第１外部接触部２ｄが第２接触
端子６の突部６ａに接触する所定の第２装着位置まで押し込まれたとき、ロック部材１３
のスライドピン１３ｂがハートカム溝１２の図８に示すロック部１２ｃに係止される。こ
れにより、スライド部材１０は、第２カード２を所定の第２装着位置に保持した状態でロ
ックされる。この状態において、第２カード２に対する信号の送受信が可能となる。
【００７０】
　なお、このように第２カード２が所定の第２装着位置に装着されている状態において、
図１４の（ａ）図に示すように第２カード２の摺動部２ｆが引き出された状態にあるとき
には、この第２カード２の摺動部２ｆが引き続き検出スイッチ１４の作動片１４ａを押圧
し、この作動片１４ａと接点部材１４ｂとが接触して検出スイッチ１４が作動状態に保持
される。これにより、第２カード２に対する書き込み禁止処理がなされていることが検出
される。
【００７１】
　また、上述のように第２カード２が所定の第２装着位置に保持されている状態から、こ
の第２カード２を排出させるときには、再び第２カード２を装置奥側にわずかに押し込む
操作が行なわれる。これによりスライド部材１０がオーバストロークし、これに伴ってロ
ック部材１３のスライドピン１３ｂがハートカム溝１２のロック部１２ｃから離脱する。
したがって、付勢部材１１の付勢力によりスライド部材１０は挿入口４ａ方向に摺動し、
このスライド部材１０によって第２カード２が押し出され、図１３の（ａ）（ｂ）図に示
す状態に復帰する。この間、ロック部材１３のスライドピン１３ｂは、相対的にハートカ
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ム溝１２の図８に示す往路１２ｂ上を摺動する。この図１３に示す状態において、第２カ
ード２の端部を把持することにより、第２カード２をハウジング４から容易に抜き取るこ
とができる。
【００７２】
　なお、この第２カード２の抜き取り操作により、検出スイッチ１４の作動片１４ａは接
点部材１４ｂから離れ、この検出スイッチ１４の作動は停止する。また、第３接触端子７
の保有するばね力によって第２押し下げ部材９は上方向に回動し、初期形態に復帰する。
【００７３】
［第３カードの挿入・排出操作］
　図１５は本実施形態に第３カードが挿入された際の初期状態を示す図で、（ａ）図は平
面図、（ｂ）図は右側断面図、（ｃ）図は左側断面図、（ｄ）図は正面図である。図１６
は本実施形態に挿入された第３カードが所定の第３装着位置に装着された状態を示す図で
、（ａ）図は平面図、（ｂ）図は右側断面図、（ｃ）図は左側断面図、（ｄ）図は正面図
である。
【００７４】
　３種のカードのうちで最も短く、第２カード２に比べてさらに幅広、肉薄である第３カ
ード３を図１５の（ａ）（ｄ）図に示すハウジング４の挿入口４ａから挿入すると、この
第３カード３は挿入口４ａの第３ガイド壁４ｄ、及び第４ガイド壁４ｅに案内されながら
カード挿入部４ｈに挿入される。
【００７５】
　さらに、第３カード３を押し込むと、図１５の（ａ）図に示すように、この第３カード
３の前端部３ｃがスライド部材１０の第３当接部１０ｃに係合し、この第３当接部１０ｃ
を介してスライド部材１０は付勢部材１１の付勢力に抗して装置奥側に向かって移動する
。
【００７６】
　このスライド部材１０の摺動と一体に、このスライド部材１０に形成したハートカム溝
１２が装置奥側に向って移動する。これによってロック部材１３のスライドピン１３ｂが
相対的にハートカム溝１２の図８に示す往路１２ａ上を移動する。
【００７７】
　図１６の（ａ）（ｃ）図に示すように、第３カード３が、その第３外部接触部３ｄが第
３接触端子５の突部５ａに接触する所定の第３装着位置まで押し込まれたとき、ロック部
材１３のスライドピン１３ｂがハートカム溝１２の図８に示すロック部１２ｃに係止され
る。これにより、スライド部材１０は、第３カード３を所定の第３装着位置に保持した状
態でロックされる。この状態において、第３カード３に対する信号の送受信が可能となる
。
【００７８】
　なお、この第３カード３の挿入操作に際しては、この第３カード２が検出スイッチ１４
を作動させることがない。
【００７９】
　また、上述のように第３カード３が所定の第３装着位置に保持されている状態から、こ
の第３カード３を排出させるときには、再び第３カード３を装置奥側にわずかに押し込む
操作が行なわれる。これにより、スライド部材１０がオーバストロークし、これに伴って
ロック部材１３のスライドピン１３ｂがハートカム溝１２のロック部１２ｃから離脱する
。したがって、付勢部材１１の付勢力によりスライド部材１０は挿入口４ａ方向に摺動し
、このスライド部材１０によって第３カード３が押し出され、図１６の（ａ）（ｂ）図に
示す状態に復帰する。
【００８０】
この間、ロック部材１３のスライドピン１３ｂは、相対的にハートカム溝１２の図８に示
す復路１２ｂ上を摺動する。この図１６に示す状態において、第３カード３の端部を把持
することにより、第３カード３をハウジング４から容易に抜き取ることができる。
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【００８１】
［本実施形態の効果］
　以上のように本実施形態は、第１，第２，第３カード１，２，３の外部接触部１ｄ，２
ｄ，３ｄのそれぞれに接触する第１，第２，第３接触端子５，６，７の全てを、ハウジン
グ４のカード挿入部４ｈの底面４ｇに３列に配置してあり、底面４ｇに対向する上面には
接触端子を設けない構成にしてある。これにより、装置の高さ寸法を低くすることができ
、装置の小型化を実現できる。また、第１，第２，第３接触端子５，６，７をカード挿入
部４ｈの同じ底面４ｇに３列に配置してあることから、これらの第１，第２，第３接触端
子５，６，７に接続される信号線の引き回しが簡単である。これによって製作費を安くす
ることができる。
【００８４】
　また本実施形態は、第１，第２，第３接触端子５，６，７のそれぞれのハウジング４か
ら突出する突出端部５ｂ，６ｂ，７ｂが、ハウジング４の底面４ｇの外方に位置するので
、図示しない所定の基板への半田付けを容易に行なうことができる。すなわち、所定の基
板への実装を容易に行なうことができる。これによっても製作費を安くすることができる
。
【００８５】
　また本実施形態は、第３，第２接触端子７，６の突部７ａ，６ａの幅寸法が比較的小さ
いことから、第１カード１を挿入する際の、この第１カード１と第３，第２接触端子７，
６との摩擦による擦れを少なくすることができ、第２カード２を挿入する際の、この第２
カード２と第３接触端子７との摩擦による擦れを少なくすることができる。これにより、
第１，第２カード１，２の損耗をより抑えることができ、信頼性の高い装置の実現に貢献
する。
【００８６】
　また本実施形態は、第１カード１の挿入に際しては、第２，第１押し下げ部材９，８に
よって第３，第２接触端子７，６が押し下げられることにより、第１カード１と第３，第
２接触端子７，６との摩擦による擦れをさらに少なくすることができる。また、第２カー
ド２の挿入に際しては、第２押し下げ部材９によって第３接触端子７が押し下げられるこ
とにより、第２カード２と第３接触端子７との摩擦による擦れをさらに少なくすることが
できる。これらにより、第１，第２カード１，２の損耗の抑制に貢献し、より信頼性の高
い装置の実現に貢献する。
【００８７】
　また本実施形態は、スライド部材１０の第１，第２，第３当接部１０ａ，１０ｂ，１０
ｃのそれぞれと、付勢部材１１とによって第１，第２，第３カード１，２，３のそれぞれ
を排出させることができる。すなわち、１つのスライド部材１０を介して第１，第２，第
３カード１，２，３を排出させることができ、カード排出機構を簡単な構成とすることが
できる。したがって、装置からの第１，第２，第３カード１，２，３の取り出しが容易に
なり、部品数を少なくして製作費を安くすることができると共に、装置の小型化を実現で
きる。
【００８８】
　また本実施形態は、上述した第１，第２，第３当接部１０ａ，１０ｂ，１０ｃのそれぞ
れを、スライド部材１０において第１，第２，第３カード１，２，３の挿入方向にずらし
て形成するだけでよいので、簡単な構成とすることができ、製作費を安くすることに貢献
する。
【００８９】
　また本実施形態は、スライド部材１０を所定の装着位置に保持するロック機構を、周知
のように構成が簡単なハートカム溝１２とロック部材１３とによって構成してあり、これ
によっても製作費を安くすることに貢献する。
【００９０】
　また本実施形態は、第２カード２に対する書き込み禁止処理を検出するライトプロテク
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ト用の検出スイッチ１４を備え、この検出スイッチ１４を、第１，第３カード１，３の挿
入時には作動しないように配置してある。これにより、第２カード２に対する書き込み禁
止機能を確保でき、装置の機能を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００９１】
【図１】本発明に係るカード用コネクタ装置の一実施形態で使用される第１カードを示す
図で、（ａ）図は裏面図、（ｂ）図は右側面図、（ｃ）図は右側断面図、（ｄ）図は背面
図である。
【図２】本実施形態で使用される第２カードを示す図で、（ａ）図は裏面図、（ｂ）図は
右側面図、（ｃ）図は右側断面図、（ｄ）図は背面図である。
【図３】本実施形態で使用される第３カードを示す図で、（ａ）図は裏面図、（ｂ）図は
右側断面図、（ｃ）図は背面図である。
【図４】スライド部材が初期位置に保持されているときの本実施形態の構成を示す図で、
（ａ）図は平面図、（ｂ）図は右側断面図、（ｃ）図は左側断面図、（ｄ）図は正面図で
ある。
【図５】スライド部材が所定のカード装着位置に保持されているときの本実施形態の構成
を示す図で、（ａ）図は平面図、（ｂ）図は右側断面図、（ｃ）図は左側断面図、（ｄ）
図は正面図である。
【図６】本実施形態に備えられるスライド部材を示す図で、（ａ）図は平面図、（ｂ）図
は右側面図、（ｃ）図は左側面図、（ｄ）図は正面図、（ｅ）図は背面図である。
【図７】図４に示す本実施形態の正面図を拡大して示した図である。
【図８】本実施形態に備えられるスライド部材に形成されるハートカム溝を示す平面図で
ある。
【図９】本実施形態に備えられるロック機構を示す図で、（ａ）図はスライド部材が初期
位置に保持されているときのロック機構を示す平面図、（ｂ）図はスライド部材がカード
装着位置に保持されているときのロック機構を示す平面図である。
【図１０】本実施形態の所定のカード装着位置にカードが装着された状態を示す図で、（
ａ）図は第１カードが所定の第１装着位置に装着された状態を示す側断面図、（ｂ）図は
第２カードが所定の第２装着位置に装着された状態を示す側断面図、（ｃ）図は第３カー
ドが所定の第３装着位置に装着された状態を示す側断面図である。
【図１１】本実施形態に第１カードが挿入された際の初期状態を示す図で、（ａ）図は平
面図、（ｂ）図は右側断面図、（ｃ）図は左側断面図、（ｄ）図は正面図である。
【図１２】本実施形態に挿入された第１カードが所定の第１装着位置に装着された状態を
示す図で、（ａ）図は平面図、（ｂ）図は右側断面図、（ｃ）図は左側断面図、（ｄ）図
は正面図である。
【図１３】本実施形態に第２カードが挿入された際の初期状態を示す図で、（ａ）図は平
面図、（ｂ）図は右側断面図、（ｃ）図は左側断面図、（ｄ）図は正面図である。
【図１４】本実施形態に挿入された第２カードが所定の第２装着位置に装着された状態を
示す図で、（ａ）図は平面図、（ｂ）図は右側断面図、（ｃ）図は左側断面図、（ｄ）図
は正面図である。
【図１５】本実施形態に第３カードが挿入された際の初期状態を示す図で、（ａ）図は平
面図、（ｂ）図は右側断面図、（ｃ）図は左側断面図、（ｄ）図は正面図である。
【図１６】本実施形態に挿入された第３カードが所定の第３装着位置に装着された状態を
示す図で、（ａ）図は平面図、（ｂ）図は右側断面図、（ｃ）図は左側断面図、（ｄ）図
は正面図である。
【符号の説明】
【００９２】
　１　　第１カード
　１ａ　上面
　１ｂ　裏面
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　１ｃ　前端部
　１ｄ　第１外部接触部
　２　　第２カード
　２ａ　上面
　２ｂ　裏面
　２ｃ　前端部
　２ｄ　第２外部接触部
　２ｅ　テーパ部
　２ｆ　摺動部
　３　　第３カード
　３ａ　上面
　３ｂ　裏面
　３ｃ　前端部
　３ｄ　第３外部接触部
　４　　ハウジング
　４ａ　挿入口
　４ｂ　第１ガイド壁（第１案内部）
　４ｃ　第２ガイド壁（第２案内部）
　４ｄ　第３ガイド壁（第３案内部）
　４ｅ　第４ガイド壁（第２案内部）（第３案内部）
　４ｆ　第５ガイド壁（第１案内部）
　４ｇ　底面
　４ｈ　カード挿入部
　５　　第１接触端子
　５ａ　突部
　５ｂ　突出端部
　６　　第２接触端子
　６ａ　突部
　６ｂ　突出端部
　７　　第３接触端子
　７ａ　突部
　７ｂ　突出端部
　８　　第１押し下げ部材
　８ａ　穴部
　８ｂ　回動支点
　９　　第２押し下げ部材
　９ａ　穴部
　９ｂ　回動支点
　１０　　スライド部材
　１０ａ　第１当接部
　１０ｂ　第２当接部
　１０ｃ　第３当接部
　１０ｄ　受け部
　１１　　付勢部材
　１２　　ハートカム溝（ロック機構）
　１２ａ　往路
　１２ｂ　復路
　１２ｃ　ロック部
　１３　　ロック部材（ロック機構）
　１３ａ　一端部
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　１３ｂ　スライドピン
　１４　　検出スイッチ
　１４ａ　作動片
　１４ｂ　接点部材

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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